
この動画は、出前講座「道徳」をオンデマンド化したものです。各
小学校において「考え、議論する」道徳の授業づくりの研修を行われ
る際にお役立ていただきたいと思います。



まず、次の４つを事前にご準備ください。
① 小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 特別の教科

道徳編
② 教材「雨のバス停留所で」
（『わたしたちの道徳（3・4年）』p126～）
③ 道徳授業づくりシート
④ リーフレット 「考え、議論する道徳科の授業づくり ～

道徳授業づくりシートの活用～」
以上をお手元にご準備いただき研修を進めてください。



「道徳授業づくりシート」及び「リーフレット～道徳授業づくり
シートの活用～」は、島根県教育センターのホームページに掲載して
いますので、ダウンロードしてご準備ください。



それでは、90分の講座の流れです。
「１．道徳科について」は、１０分程度
「２．授業づくりシートの使い方」は、20分程度
「３．授業づくりの演習」は、60分程度の時間を目安としています。



本講座のゴールを確認します。

ゴールは、「考え、議論する」道徳の授業をつくるために必要なポ
イントを他の人に説明することができる。」ようになっていただくこ
とです。本講座を終えたあとに、道徳の授業をつくるためには「ここ
がポイントだ」「こうすれば考え議論する道徳ができる」と説明して
もらいます。このゴールを意識しながら講座を進めていただきたいと
思います。



まずは、道徳科についてです。



突然ですが、質問をさせてください。「考え、議論する道徳」とは、
どのような道徳なのでしょうか？
今から2分程度でお隣の方と「考え、議論する道徳とは、どのよう
な道徳か」についてお話しください。

それでは、説明を続けさせていただきます。

「考え」とは、主体的に自分との関わりの中で考え、自分の考え方、
感じ方を明確にしていくことです。道徳の時間が「他人事」ではなく、
「自分事」として考えることのできる時間でなくてはなりません。児
童が「自分はこう考える」「自分はこう感じる」と思考できる４５分
間にしていくことが欠かせません。

そして、他者の考えを聞き、多様な考え方、感じ方と出会い交流す
る中で、自分の考え方、感じ方をより明確にすることができる時間で
なくてはなりません。児童が他の児童の考えや感じ方に出会う中で、
「そんな考え方もあるのか」「その考え方すてきだな」「そうか！こ
んなときはこんな風にすればいいのか」と感じることができる授業を
つくることが大切です。

この時間を積み重ねることで、少しずつ自分の価値観を形成し、将
来、自分で判断し、実践することができるようになります。



この「考え、議論する道徳」と各教科における授業改善の視点であ
る「主体的・対話的で深い学び」には、このような関係があります。

「考え、議論する」は、「主体的な学び」及び「対話的な学び」を
意味しています。そして、「指導の明確な意図」によって、「深い学
び」につながります。「深い学び」とは、「人間としての生き方につ
いての考えを深める学び」のことです。また、この「指導の明確な意
図」については、後ほど詳しく説明をします。
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授業づくりをしていく上で欠かしてはならないのは、「考え、議論
する」道徳科の目標です。
道徳科の目標は・・・

「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的価値
についての理解を基に、
自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、
自己の生き方について考えを深める学習を通して、
道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。」です。

よりよく生きるための基盤を養うために、道徳的な判断力、心情、
実践意欲と態度を育てるのが、道徳科なのです。



『学習指導要領（平成29年告示）解説 特別の教科道徳編』には、

道徳教育の目標を達成するために指導すべき内容項目を四つの視点に
分けて示されています。
では、四つの視点は何でしょうか？
その四つとは、
Ａ 主として自分自身に関すること
Ｂ 主として人との関わりに関すること
Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること
Ｄ 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること

この視点から内容項目を分類整理し，内容の全体構成及び相互の関
連性と発展性が明確にしてあります。



小学校の道徳科の内容項目は、全部で22項目にまとめられています。
「第１学年及び第２学年」では 19 項目、「第３学年及び第４学
年」では 20 項目、「第５学年及び第６学年」では 22 項目を年間の35
時間（小学校1年生は34時間）の中で扱うことになっています。



それでは、２分程度時間をとっていただき、ここまでのところで、
ご自身が考える「考え、議論する」道徳科についてまとめてください。



例えば、
「①今、自分はこのような「考え、議論する」道徳を行ってい
る」
「②これから、このような「考え、議論する」道徳を行っていき
たい」
のような視点でまとめてみてください。

「１ 道徳科について」は以上です。
「２ 授業づくりの手順」は、「道徳 オンデマンド②」をご覧く
ださい。



続いて、「考え、議論する」道徳の授業づくりの手順について説明
します。



そして、道徳科の目標を達成させるために「道徳科」の授業づくり
で大切にすべきことは、教師が、道徳科のねらい（内容項目にある道
徳的諸価値）を踏まえ、道徳科の授業で児童に「どのようなことを考
えてほしいのか、どのようなことに気付いてほしいのかを明確にす
る」こと！です。



児童に「どのようなことを考えてほしいのか、どのようなことに気
付いてほしいのかを明確にする」ために使っていただきたいのが「道
徳授業づくりシート」です。このあとに、この「シート」を用いた演
習をしますので、まずはこの「シート」の使い方について説明します。



おおよそこのような順番に、枠にメモしていくと「本時のねらい」
が明確になります。さらに、ねらいに基づいた中心発問が設定でき、
そして「考え、議論する道徳の授業づくり」ができるシートです。



島根県教育センターのホームページにアップしている、このリーフ
レットには 『道徳授業づくりシート』の使い方をまとめています。
これから行う演習の際には、このリーフレットも参考にしながら進め
ていただきたいと思います。



児童に「どのようなことを考えてほしいのか、どのようなことに気
付いてほしいのか」を明らかにするためには、このような手順で授業
を構想するとよいと考えています。

まずは「主題名」を検討します。これは、道徳の授業でねらう道徳
的価値がぶれないようにするためにも大切な作業です。
次に指導の「明確な意図」をもつことが欠かせません。

指導の「明確な意図」をもつことによって「本時のねらい」が設定
できます。
これらの準備が整えば、だんだんと学習指導過程が見えてきます。



本日は、『わたしたちの道徳（小学校）』に掲載されている「雨のバ
ス停留所で」の授業づくりを行います。

「授業づくりシート」を用いて、チームで「考え、議論する」道徳の
授業をつくっていきたいと思います。

この後の演習でもじっくりと読んでいただきたいと思いますが、まず
はあらすじを確認したいと思います。
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「雨のバス停留所で」はこのようなお話です。バス停留所では、バス
を待つ人たちがお店ののき下で雨宿りをしています。バスがやってく
ると、よしこさんは先に並んでいた人を無視して先頭に並びます。



そんなよしこさんをお母さんはものすごく強い力で元の順番に戻しま
す。



バスに乗る人たちの列が動き出しますが、バスに乗るまでいつもより
時間がかかります。やっとの思いでバスに乗りました。でも、もう席
は空いていませんでした。



まずは、主題名を検討します。

主題名は『学習指導要領解説「特別の教科道徳編」』に記載されてい
る内容項目を参考にして、短くわかりやすい言葉で設定します。

『学習指導要領解説「特別の教科道徳編」』の５０ページには、「約
束や社会のきまりの意義を理解し、それらを守ること」と書かれてい
ます。

資料『雨のバス停留所で』においては、例えば「社会のきまりを守
る」のように設定できます。



次に、「本時のねらい」のを検討するために、指導の「明確な意
図」をもつ作業を行います。「本時のねらい」を明らかにするために
欠かせない、教師の「明確な意図」とは、
①・・・という「道徳的価値」にかかわる明確な意図。
②・・・という「児童生徒の実態」にかかわる明確な意図。
③・・・という「教材の活用」にかかわる明確な意図。
の３つです。

これらを検討することで、道徳科の授業において、子どもたちに
「どのようなことを考えてほしいのか、どのようなことに気付いてほ
しいのか」が明確になり、「本時のねらい」を設定することができる
ようになります。



授業づくりシートでは、「道徳的価値」「児童生徒の実態」「教材の
活用」をそれぞれ赤色で示している箇所に記入していきます。



まずは、『学習指導要領解説「特別の教科道徳編」』を参考にして、
主題名に基づいて「内容項目の見出し」を記入し、「内容項目の分
析」を行います。

この内容項目の分析・理解が「道徳的価値」にかかわる明確な意図
をもつことになります。



これは、『学習指導要領解説「特別の教科道徳編」』の５０ページに
記載されている内容です。ここには、「C-12 規則の尊重」関する内
容項目が説明してあります。



例えば・・・
本時の内容項目の見出しが「C‐１２ 規則の尊重」であれば、内容項
目を「○約束や法、きまりを進んで守ることができるようにすること
が必要。○社会の法やきまりのもつ意義について考えることを通して、

法やきまりが、個人や集団が安全にかつ安心して生活できるようにす
るためにあることを理解し、それを進んで守り、自他の権利を尊重す
るとともに義務を果たすことが大切。」のように分析することができ
ます。



次に、内容項目にかかわる「児童生徒の実態」を記入します。



児童生徒の実態の左側には「内容項目に係る児童生徒の実態」を記
入します。

右側には、道徳の時間を通して「期待する児童生徒の考え」を記入
します。
例えば・・・左側の「内容項目に係る児童生徒の実態」の欄には、
「○気の合う仲間や集団の中にきまりをつくる。○自分たちで決めたこ
とを大切にしようとする。
●身近な生活の中で、約束や社会のきまりと公共物や公共の場所と
の関わりについて考えることは少ない。」のように記入します。

本日お配りした「授業づくりシート」には、すでに記入しています
が、実態に合わせて書きかえてください。
また、右側の「期待する児童生徒の考え」の欄には、例えば・・・

○一人一人が相手や周りの人の立場に立ってよりよい人間関係を築く
ことが大切。
○社会集団を維持発展する上で守らなければならない約束やきまりが
ある。

など、内容項目の分析によって明らかになった道徳的価値に基づいた
「授業において期待する児童生徒の考え」を記入します。



これは、『学習指導要領解説「特別の教科道徳編」』の５１ページに
記載されている内容です。
ここには、第３学年及び第４学年の一般的な傾向が示してあります。
また、指導に当たって大切にすることが明記されています。

この部分を手掛かりにすると内容項目に係る「児童生徒の実態」をと
らえやすくなります。



次に、「教材の活用」について明確にしていきます。
これは、「教材分析」とも言われます。



まず、①道徳的に変容した登場人物は、誰か。
次に、②この登場人物が変容するきっかけになった出来事は、何
か。
そして、③登場人物が変容を遂げて、どうなったのか？を明確に
していきます。

この教材分析をもとに「教材から読み取れること」を記入します。
これを「読解レベル」の教材分析といっています。

そして、さらに「道徳的価値レベル」の教材分析を行い、記入しま
す。



これは、畿央大学の島 恒夫教授が考案された「氷山の三層モデ
ル」に基づいたものです。教材という氷山の下にある「登場人物が感
じたことや考えたこと」＝「読解レベル」を記入します。そして、さ
らにその下に潜んでいる「道徳的価値についての考え方や生き方、信
念」＝「「道徳的価値レベル」を記入し、教材分析を深めていきます。

この「道徳的価値レベル」は、教材を通して「児童生徒に考えさせ
たい道徳的価値」ですから、直接「本時のねらい」につながります。



例えば、

「みんな同じ願いや思いがある。それらをきちんとかなえていくた
めにルールやきまりがある。」
のように道徳的価値レベルをとらえることができます。



次に、ねらいを検討します。ねらいは、どのような学習にするのかが
わかるようにすることが大切です。

ねらいの前段（青色）の部分は、先ほどの『学習指導要領解説「特別
の教科道徳編」』に記載されている内容項目を参考にして設定します。

最後の（赤色）部分は、道徳性の諸様相の４つ「判断力」「心情」
「実践意欲」「態度」の中から選んで設定します。



授業づくりシートでは、この部分に「本時のねらい」を書いていき
ます。



教材分析によって見えてきた「道徳的価値レベル」と「児童生徒の実
態」をもとに、「本時のねらい」をより明確にしていきます。



これまでの準備ができれば、中心発問が見えてきます。

場合によって異なりますが、多くの場合は、この「中心発問」につい
て児童が考える場面が、「考え、議論させる場面」になります。

中心発問を児童に問いかけることで、児童は他者の考えを聞き、多様
な考え方、感じ方と出会い交流する場をつくり出すことができ、さら
には「児童たちが自らの考え方や感じ方をより深める」ことができる
時間ができ上ります。

こんな時間を児童が共有し、児童の一人一人がじっくりと考えること
ができるような中心発問を検討してみてください。



中心発問は、この部分に記入します。
特に「教材分析③：主人公が変容を遂げて、どうなったか。」を
参考にして検討すると設定しやすいのではないかと考えます。

もちろん中心発問は、「本時のねらい」に迫るための発問でなけれ
ばなりませんので、ねらいと照らし合わせて検討してください。



「中心発問」が、設定できたら、今度は「より本時のねらいに迫る
ための展開」を構想します。

まず、「中心発問」に対する「予想される児童の反応」を記入しま
す。児童がもっているそれぞれの価値に応じた反応を検討するとよい
でしょう。

次に、児童の考えを深めるための「問い返しの発問」を準備します。
この「問い返しの発問」は、生徒の一面的な見方を多面的・多角的な
見方へとつなげる発問です。発問例を「授業づくりシート」の右下に
載せていますので、参考になさってください。

これらの発問をして、児童の発言をコーディネイトしながら「本時
のねらい」に迫っていくようにします。



このように、まずは①中心発問を考えることから学習指導過程の

構想を行うとよいでしょう。そのために、ぜひ「道徳授業づくりシー
ト」を活用していただきたいと思います。

「道徳授業づくりシート」で構想できるのはここまでですが、この
後に、
②中心発問に迫るための補助発問（準備発問）
③導入
④終末
を考え、道徳の授業をつくり上げていきます。



これは、道徳の基本的な学習指導過程です。
導入で、課題意識を高め、

展開で、道徳的諸価値についての理解を深め、自分事として多面
的・多角的に考えます。

そして、終末で、よりよく生きるために、明日への実践意欲がもて
るように学習を展開していきます。

「授業づくりシート」を活用していただき、児童たちが「こうなり
たいなあ」「これっていいなあ」と思える道徳の授業をたくさん実践
していただきたいと思っています。

「２ 授業づくりの手順」は以上です。
「３ 授業づくりの演習」は、「道徳 オンデマンド③」をご覧く
ださい。
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それでは、実際に「道徳授業づくりシート」を使って「考え、議論
する」道徳の授業づくりをしてみましょう。



今日は「雨のバス停留所で」を用いて演習を行います。
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本日お配りした「授業づくりシート」には、「教材名」「主題名」
「内容項目の見出し」「内容項目の分析・理解」「内容項目に係る児
童の生徒実態」を書き込んでいます。

本日は、中心発問を設定するところまで授業づくりを進めていきま
しょう。



例えば、①教材の分析→②期待する児童の考え→③ねらいの設定
→④中心発問の検討のような順番で進めてください。

個人で進められても構いませんし、チームで相談しながら進められ
ても構いません。
この演習の一番の目標は「中心発問を検討すること」です。
30分経ったらチームで「中心発問をどう設定したらよいか」また、
「児童の予想される多様な反応」について話し合ってください。

最後の１０分で、各チームにおいて話し合われたことを発表してい
ただきます。

それでは、「道徳授業づくりシート」を使って授業づくりを始めて
ください。
ここで一度、動画を停止して演習を進めてください。 ⑤の発表
が終わりましたら、再び動画を再生してください。



本講座のゴールは、「考え、議論する」道徳の授業をつくるために
必要なポイントを他の人に説明することができる。」ようになってい
ただくことでした。
今からご自身でポイントをまとめていただきたいと思います。

その後、となりの方に道徳の授業をつくるためには「ここがポイン
トだ」「こうすれば考え議論する道徳ができる」とご説明ください。

それでは、今から３分程度で、「考え、議論する」道徳の授業をつ
くるために必要なポイントをまとめてください。

ここで一度、動画を停止してください。 となりの方にポイントを
説明されたら、再び動画を再生してください。



「考え、議論する」道徳の授業をつくるために必要なポイントを説
明していただくことができたでしょうか？

今後も、「道徳授業づくりシート」をご活用いただき、児童たちの
ために「考え、議論する」道徳の授業をたくさん実践していただきた
いと思っています。
以上で終わります。


